
 

 

 

 

 

 

サンクコストの呪い 

校長 千葉 正法 

御勇退になった前島正明校長の後任として、市

内青陵中学校から①イドウして参りました千葉正

法（ちばまさのり）と申します。どうぞ、よろしく

お願い申し上げます。 

 学校の休校が続いている中で、生徒や保護者の

皆様も少なからず不安やストレスを②カカえてい

ることと思います。全都で学校教職員も自宅勤務

が③スイショウされておりますが、④コウタイで

出勤しながら新年度の事務や授業再開に向けて教

育課程を再考したり、生徒宅に⑤レンラクを入れ

たりしながら学校再開の⑥ジュンビを行っていま

す。何かお⑦コマりのことなどがありましたら、

ご遠慮なくご相談いただければと思います。 

さて、こうした状況下にあって、少しは前向き

なお話ができればと思っていますが、はじめから

おどろおどろしい表題です。時は１６００年代の

英国ロンドンは、ペストの大流行で社会全体が⑧

ゲンダイと同じような状況になったことは⑨レキ

シで学んだとおりです。有名なケンブリッジ大学

も⑩ヘイサされることになったそうです。このこ

ろケンブリッジ大学で学んでいたアイザック・ニ

ュートンは、ペスト感染の危険を⑪サケけるため

に自分のお母さんの⑫ノウジョウに帰って 1 年半

ほど過ごし、その間に⑬エたさまざまな着想や知

見が後の彼の⑭イギョウである「微積分」「分光学」

「万有引力」などの⑮モトになったと言われてい

ます。この期間は「驚異の諸年」「創造的休暇」と

も呼ばれています。 

また、すで

に回復不可能

な現象に⑯ト

ラわれて、合理

的に考えられ

ずに負（リス

ク）の連鎖を繰

り返すことを「サンクコストの呪い」と経営学で

は⑰ﾅﾗいます。高い値段で苦労して買った入場券

で観戦し始めたスポーツの試合がワンサイドゲー

ムでつまらなくなった時に、「席を立って帰りたい

が、高額なチケット代とその購入のために苦労し

た時間と労力がもったいないな。」と感じることは

少なくありません。超音速旅客機として一世を風

靡した「コンコルド」などはその典型的な例とし

てよく⑱ショウカイされます。 

すでに新型コロナウィルス感染拡大防止のた

めに⑲ツイやした時間も労力も戻ってこない以上、

学校が再開できたときに、生徒のみなさんのこと

を第一に考えて、どこまでできるかが私たちには

問われています。そして、生徒のみなさんもぜひ

創造的休暇を過ごしながら、学校が始まったら何

をしようかと今のうちにたくさんの⑳タクラみや

⑳クワダてを廻らしておいてください。 

今後も「信頼と温もりと笑顔」を MOTTOに多摩

中学校をよりよい学校にしていきたいと思います。

ご理解とご協力をどうぞ、よろしくお願いいたし

ます。 

（※入試に出やすい漢字を選んでおります。漢字を考えながらお読みください。

本文はユニバーサルデザインフォントに近いフォントで作成しております。） 

 

 

 

エールフランス社ＨＰより 

多摩市立多摩中学校 令和２年４月号 

℡042－375－7023 E-mail:daihyo-tama-chu@city.tama.ed.jp 

「信頼と温もりと笑顔」 



教科 転出者 転出先 転入者 前任校

校長 前島　正明 （退職） → 千葉　正法 多摩市立青陵中

数学 呉　　賢治 文京区立音羽中 → 三田　陽子 調布市立第五中

理科 馬場　亮輔 中野区立中野東中 → 篠塚　浩幸 多摩市立青陵中

保体 岩渕　誠 日野市立三沢中 → 名和　大輝 調布市立第八中

保体 矢島　南海 町田市南大谷中 → 花見　綾香 臨時的任用教員

英語 三浦　摩利 多摩市立聖ヶ丘中 → （学級減）

特支 （学級増） → 鈴木　雅昭 多摩市立多摩永山中

特支 （学級増） → 竹内　里緒 新規採用

特支 （学級増） → 柏原　貴浩 新規採用

特支 中西　絢 産育休 → 加藤　広純 臨時的任用教員

栄養 （新規配置） → 塩塚　宏治 あきる野市立多西小

都事務 松﨑　ひとみ （退職） → 堀澤　あゆみ 多摩市立瓜生小

用務 洲脇　祥璽 多摩市立聖ヶ丘中 → 疋田　泰次 多摩市立聖ヶ丘中

用務 奥河　通世 （退職） → 岡　正雄

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 午前９時３０分、「みなさま ご起立下さい」と青

空の下、令和２年度入学式の開会宣言が多摩中校庭

に響き渡りました。いよいよ校庭での入学式が始ま

りました。厳粛な雰囲気の中、担任の先生の呼名に応

えて大きな声で返事ができました。たいへん立派で

した。式に臨む姿勢がとても立派でした。どのような

環境でも力強く成長できる学年だと確信いたしまし

た。今後の活躍に期待します。 

 令和２年度がスタートしました。気持ちも新たに、

夢や希望をふくらませ瞳を輝かせて、新３年生、新２

年生が４月６日登校してきました。 

 ３年生は、中学校生活のまとめの第一歩を踏みだ

し、期待と不安が入り交じりながらも元気に明るく

登校してきました。２年生は、明日から先輩になると

いう自覚をもって登校してきました。 

 多摩中生のみんな、「久しぶり！！」「元気だっ

た？」など友達との久々の再会をとても嬉しそうに

していました。 

今後の状況により、学校再開等の変更があった場合は、学校ホームページでお知らせいたします。（保護者メールでも配信します） 


